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工程能力指数のためのバラツキと公差の関係

±s =±0.006

±3s=±0.018

Ｔ=±0.04

Cpは2.22で良好。

製造工程の簡素化を

考えてもよい

±0.04は±6.66s、±3sを超えるものは100-99.7=0.3％、1000個に3個

しか不良が出ない。±6sではもっと不良が出ない。

 

 
 

 

コース番号 2M４４0 能力開発セミナー 

「生産現場に活かす品質管理技法」 

対 象 者 ： 

開 催 日 程 ： 

時 間 ： 

受 講 料 ： 

会 場 ： 

持 参 品 ： 

品質管理業務に従事する技能・技術者またはその候補者 

 令和 6年９月2４日（火）・２５日（水） 2日間 

９：30～16：30 

 ￥１１,０００ 

新潟職業能力開発短期大学校  

筆記用具、関数電卓 

■セミナー概要  

統計的手法を活用した品質管理の各種手法について習得する。 

■セミナーのポイント  

１．分散と標準偏差 

  基本統計量について 

   ヒストグラムによる品質判断実験 

２．工程能力指数を活用した分析 

  工程能力指数計算 

  工程能力指数と不良率 

  Cp と Cpk 

３．管理図を活用した分析 

  管理図作成実験 

  管理図と工程能力指数 

 

 

セミナー情報はホームページでも https://www3.jeed.go.jp/niigata/college/ 


